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ササササイイイイククククロロロロトトトトロロロロンンンンをををを米米米米軍軍軍軍がががが接接接接収収収収海海海海中中中中投投投投棄棄棄棄ししししたたたた経経経経緯緯緯緯とととと

阪阪阪阪大大大大ににににはははは２２２２台台台台とととと記記記記録録録録さささされれれれたたたた根根根根拠拠拠拠
福井 崇時

2008.5.2. 改定 完成 2009.3.4. 接収時の写真追加

戦後米軍がサイクロトロンを接収廃棄した経緯を述べる。その時の米国公文書記録に大阪帝国大学

には2台あると記載された。この間違った記録は訂正されていないので、遅蒔きながら2台目が何

かその真相を述べる。接収時に米軍が撮影した写真を示す。理研の60インチサイクロトロンの設

計図をロ－ レンスから貰ったことになっていたが、実際は渡されずその断り状が仁科先生の部屋で

元理研副理事長の中根良平氏が見つけたと報告された。

第I部 サイクロトロン破壊の経緯

1. 接収決定までの連合軍最高司令官総司令部GHQ/SCAP の動き

a. 科学情報調査団、原爆調査団と指令第3号

b. GHQ/SCAP へ仁科博士のサイクロトロン稼動申請と許可

c. ワシントンから緊急電報によるサイクロトロン破壊と原子核研究禁止指令

2. GHQ/SCAP がサイクロトロン接収破壊決定

a. 京大サイクロトロンの接収 b. 阪大サイクロトロンの接収

3. 通信社へサイクロトロン破壊事前通知

4. サイクロトロン破壊を報じた新聞記事

a. 朝日新聞東京本社 b. 朝日新聞大阪本社 c. 毎日新聞東京本社 d. 読売報知新聞社

5. サイクロトロン破壊に対する仁科博士の弁明書

第II部 チンマーマンは何故「阪大に2台」と記録したか

1. 言葉の壁

2. 菊池先生のジョーク

3. 小サイクロトロンとなったベータ線スペクトロメター電磁石

4. 高等学校へ移された電磁石

5. チンマーマンの記録と実際との照合

6. 結論
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付録-1 理研、阪大、京大サイクロトロン建設と破壊されるまでの稼動状況

付録-2 サイクロトロン接収時にその作業等を米軍が撮影した写真

資料 緊急指令電報 WX79909 のコピー

第第第第IIII 部部部部 ササササイイイイククククロロロロトトトトロロロロンンンン破破破破壊壊壊壊のののの経経経経緯緯緯緯

1111.... 接接接接収収収収決決決決定定定定ままままででででのののの連連連連合合合合軍軍軍軍最最最最高高高高司司司司令令令令官官官官総総総総司司司司令令令令部部部部GGGGHHHHQQQQ////SSSSCCCCAAAAPPPP のののの動動動動きききき
この事項については既に小沼、山崎等諸氏により論じられ報告された[1.1-1.6]。これらと重複す

るが GHQ/SCAP の動向を追い、阪大には２台のサイクロトロンがあったと記録するに至る経過をみ

る便宜上記述しておく。

aaaa.... 科科科科学学学学情情情情報報報報調調調調査査査査団団団団、、、、原原原原爆爆爆爆調調調調査査査査団団団団とととと指指指指令令令令第第第第3333 号号号号

連合軍最高司令官総司令部General Head Quarters, Supreme Commander for the Allied Powers

(GHQ/SCAP)の日本の原子核研究への対応は、昭和20(1945)年9月にK TコンプトンKarl T. COMPTON

とE LモーアランドE. L. MORELAND を団長とする科学情報調査団Scientific Intelligence Survey

to Japan（アルソスALSOS）とT FファーレルT. F. FARRELL准将[後にJ B ニューマンJ. B. NEWMAN
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准将と交替]を団長とする原爆調査団 Atomic Bomb Mission Japan とを組織し並行して調査を行

った。広島大学の市川は公開されたマイクロフィルム資料から調査団の行動と記録を科研費（基

盤研究 C）にて詳細に調べ報告した[2.1]。原爆の調査はアルソスは直接行わず原爆調査団にまか

せた。アルソスは、理研と東大を調査し 11 月 1 日に団長コンプトンが長文の報告書を提出した

[2.2,2.3]。原爆調査団は、理研、東大、京大、阪大を調査し 11 月初めに団長ファーマンが報告

した[2.4]。ファーマン報告原案は団員モリソンPhillip MORRISON が書いた[2.5]。

総司令部 GHQ/SCAP は 9 月 22 日付けで日本政府に「指令第 3 号」[3]を発令し、その中で原子核

研究の実験所及び研究所が行っている内容の報告と占領軍査察の受け入れを要求し、ウラニウム

235及び不安定放射性元素の大量分離を禁止したが原子核研究には特段の制限はしなかった。

コンプトン報告[2.1,2.2]は指令第 3 号と同じ内容で、日本の原爆開発研究は彼等の計算結果を

見ると爆発目的ではなく原子力を石炭の代替とする計画と受け取れる、仁科博士のサイクロトロ

ンは軍用には程遠い装置である、指令第 3 号による制限下で仁科、嵯峨根博士達の研究を許可し

ない理由はないし、我々は許可によって幾つかの利益を得ると信じると非常に好意的な報告だっ

た。

モリソンは日本にはウラニウム資源がないから輸入を制限すればよいし、同位元素分離作業は

査察可能である。仁科、嵯峨根、湯川、荒勝、菊池博士らの研究室には第一級の研究者が居て独

創的業績をあげる能力を持っている。学生への教育は高水準で、研究者交流を行い共同研究をす

れば、査察では得られない金銭以上の価値の効果があり、米国に対する理解を深め他の日本人へ

良い影響を与えてくれると信じると書いている[2.5]。ファ－ マンは戦時中の日本政府と軍は原子

核研究に優先度を与えなかったから一流の研究者達は軍事研究に移っていた、彼等は原子核理論

の知識を十分に持っていて条件が許せば原子力開発に能力を発揮するだろうと記し、日本の原子

核研究者の能力を高く評価し、日本にはウラン資源が無いから原子核研究者は原爆開発の意図を

全く持っていなかったと断定し、原子核関連の研究についてはウラン分離等の行為のみを禁止し

他の研究は自由に行ってよいと結論している[2.4]。

bbbb.... GGGGHHHHQQQQ////SSSSCCCCAAAAPPPP へへへへ仁仁仁仁科科科科博博博博士士士士ののののササササイイイイククククロロロロトトトトロロロロンンンン稼稼稼稼動動動動申申申申請請請請とととと許許許許可可可可

理研の仁科博士はサイクロトロンの稼動許可を受けるべく昭和 20(1945)年 10 月 15 日付けで申

請書を GHQ/ACAP に提出した[4.1]。60 インチ-サイクロトロンにて発生する中性子及び生成放射化

元素を用いて生物、医学、化学、金属分野の研究を行いたい、計画の詳細は付属文書に示すとあ

り、それには生物分野では炭素を用い植物の光合成機構、燐によるヌクレオチドの生物作用、中

性子の植物遺伝子及び細胞への影響、ヴィタミン B の生化学作用、医学分野では癌への中性子の

作用、燐による白内障の研究、食塩を使って血液循環の診断、化学分野は硫黄、燐、シリコンを

使う化学反応研究、ナトリウム、燐、希元素による微量化学分析、金属分野では拡散及び結晶構

造の研究を行うと記載している。

この申請に対し、総司令部は 10 月 17 日付けで東京中央渉外部より政府へ、「サイクロトロン使

用を目的とする理研仁科博士の申請は、責任を持って指令第 3 号第 8 項の条項を遵守させること

で許可する権限が政府に付与された」と言う覚書を送付した[4.2]。数日後、総司令部は 10 月 27

日付けで 17 日に与えた許可内容を訂正し生物と医学の分野の研究は許可するが化学と冶金の研究

は除外すると伝えてきた[4.3]。
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cccc.... ワワワワシシシシンンンントトトトンンンンかかかからららら緊緊緊緊急急急急電電電電報報報報にににによよよよるるるるササササイイイイククククロロロロトトトトロロロロンンンン破破破破壊壊壊壊とととと原原原原子子子子核核核核研研研研究究究究

禁禁禁禁止止止止指指指指令令令令

突如、昭和 20(1945)年 10 月 31 日にワシントンから大平洋陸軍総司令部 CINCAFPAC のマッカー

サーMACARTHUR に日本の原子核研究を全面的に禁止する処置をとるべしと言う緊急指令電報

WX79907 が届いた[5]。発信者は統合参謀本部 Joint Chiefs of Staff で、在ハワイの大平洋陸軍

総司令部のニミッツ NIMITZ とウェデマイヤーWEDEMEYER にも伝えられた。その指令は、「これは原

子力研究に対する米軍の政策である、原子力関連の全研究施設を軍が接収し研究者を管理下に置

き、軍が取った行動を統合参謀本部に報告すること、原子力及び関連研究は全て禁止する」と言

う内容だった。その電文コピー『柏-IV-1-41』を「資資資資料料料料」に示す。

マッカーサー総司令部では唐突でしかも指令第 3 号に沿って許可した研究も禁止せよとの厳し

い内容に疑問を持ち問い合わせの電報を統合参謀本部と陸軍長官に送った[6]。この疑問への返答

が 11 月 10 日付けの電報で「指令 WX79907 に従って総司令部がとるべき行動は原子力関連の研究

を完全に禁止し、それらの研究の技術及び実験記録全てを押収し、理研、京大、阪大のサイクロ

トロンを破壊せよ」と指示してきた[7.1]。之に従いGHQ 渉外局は11月19日、政府に覚書を送り、

理研のサイクロトロン稼動を許可した先の覚書は陸軍長官の指令により破棄し、稼動と研究を停

止させよと命令した[7.2]。

GHQ/SCAPへ上記指令を送付したのは統合参謀本部JCSになっているが実際は陸軍長官Secretary

of War で、指令送付の齟齬については既に小沼らによって詳しく論考されている[1.1-1.6]。 指

令送付の経緯に関する米国側の資料として、グローヴス Leslie M. GROVES は自らの著書にて詳細

に記述し[8.1]、同じくジョーンズVincent C. JONES も詳細に記述している[8.2]。

2222.... GGGGHHHHQQQQ////SSSSCCCCAAAAPPPP ががががササササイイイイククククロロロロトトトトロロロロンンンン接接接接収収収収破破破破壊壊壊壊決決決決定定定定

GHQ/SCAP はJCS の指令に従って担当部局の経済科学局Economic & Scientific Section主任

レイモンド C クレーマー Raymond C. Kramer 大佐がジョセフ A オハ－ ン Joseph A. O’Hearn 陸軍
少佐に京都大阪へ出張を命じ、その出張には軍用機を含む可能な手段が許されているとオハーン

少佐に伝えた[9]。

高級副官部補佐 H W アレン H.W. Allen 大佐は第 6 軍及び第 8 軍司令部にマッカーサーの命令で

オハ－ ン少佐が総司令部代理として科学装置破壊を遂行するので夫々の司令部はオハーン少佐の

作業遂行に必要な対応をとるよう要請をした[10]。

aaaa.... 京京京京大大大大ササササイイイイククククロロロロトトトトロロロロンンンンのののの接接接接収収収収

11月20日火曜日午前10時、第136歩兵連隊の兵士と共に科学技術部のE Jドレイク E. J. DRAKE

中佐が京大荒勝文策教授室へ来て核物理学関連施設の所在を確認し研究記録を押収した。査察の

報告には第一印象では荒勝教授は年をとっているように見え、友好的で協力的であったが、後に

なって何かを隠そうとしていると感じたと書いている[11]。サイクロトロンの接収撤去運搬作業

は後述のように、理研、阪大と共に11月24日午前10時を期して行われた。

荒勝研のサイクロトロンは物理学教室建屋１階の端の部屋に設置されていた。キャンパスの構

造上、京大の全建屋は道路に面しているから、物理学教室建屋の周囲を兵士達は劍付き鉄砲を持

ち昼夜厳しく警護した。

接収したサイクロトロンやその他の物を何処へ運んだかは不明である。
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緊緊緊緊急急急急指指指指令令令令電電電電報報報報（（（（ワワワワシシシシンンンントトトトンンンン JCSかかかからららら GHQ/SCAPへへへへ））））WX79907 ののののココココピピピピーーーー
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bbbb.... 阪阪阪阪大大大大ササササイイイイククククロロロロトトトトロロロロンンンンのののの接接接接収収収収

阪大菊池正士研究室へも 11 月 20 日火曜日朝、第 98 歩兵師団のオール Aull 中佐が軍属の G B

チンマーマン G. B. Zimmerman、通訳ケン ヤマダと大阪市立商科大学予科の英語の岡本安章教授

を伴って来た。菊池教授との接見で先生が説明されたことをチンマーマンがまとめて報告してい

る[12.1]。チンマーマンは翌日 21 日も来て菊池先生の案内で研究室内の装置等を調査し各装置と

その所在をリストにし認定タグを付け、そのリストを報告している[12.2]。

  軍属チンマーマンはシカゴのユニバーサル石油会社研究部の物理学者で戦略空軍爆撃査察団の
一員だった。彼の報告書には菊池先生が話された物理学教室の状況や菊池先生の研究経歴、先生

の行動として 1943 年 8 月まで大阪で研究活動をしていたが、レーダー開発の為東京目黒の第二海

軍技術廠の研究所へ移つり、我々の訪問１ヶ月前に大阪へ戻っていたと記し、阪大の初めのサイ

クロトロンは 1938 年に建設された小さなモデルでサイクロトロンとして使われたことはなく 1945

年春、甲南高校（専門学校）の部屋を借用して移されていたが、我々が訪れた時には戻されてい

た、この装置はベータ線分析に使用されていた、二つ目の大きなサイクロトロンは 1939 年に完成

し 1942 年春まで研究に使われていた、改良のため、部分的に解体されていた、米国の標準から見

れば小さいが、デューテロンを 5 MeV まで加速する能力がある、菊池教授によれば大学には放射

性元素貯蔵はなく、放射性元素分離は行っていない、ノールウエーから輸入した少量の重水は持

っている、研究室にはサイクロトロンの他、1 MeV ヴァンデグラーフ、600 KVolt コッククロフ

ト、中性子の磁界中での偏向測定用磁石（ラビの実験）とベータ線分析装置がある、これらはこ

こ数年間使用されていない状態であると記し、さらにサイクロトロン建設の経緯、教室の研究費

等にも触れ、海外からの出版物による研究情報は 1941 年 8 月が最後だったと書き、菊池教授から

1934 年-1943 年の間に公表された研究論文別刷全てを提供された。各研究室はエリス Ellis 中尉

引率の兵士により閉鎖され監視されたと記述している。

以上がチンマーマンの報告だが後で述べるように彼の記述には幾つか実際と異なるところがあ

る。多分通訳や岡本教授が物理用語を正確に翻訳できなかったのか、菊池先生の英語およびチン

マーマンらの米語のため意志疎通を欠いたことに原因があると思われる。

11 月 24 日朝、接収の際このベータ線スペクトロメター電磁石は米軍工兵 4 人で持ち上げられ

窓から投げ落された。その程度の重さの電磁石だった。

3333.... 通通通通信信信信社社社社へへへへササササイイイイククククロロロロトトトトロロロロンンンン破破破破壊壊壊壊事事事事前前前前通通通通知知知知

GHQ 渉外部は1945年11月23日午後7時30分、通信社へ事前通知をした[13]。1945年11月24

日正午に発表するが、それまでは、これから示す内容の如何なる事項も公開及び論評を禁じると

いう条件で以下の事を示した。

合衆国軍が日本の原子研究装置を破壊する という表題。

その内容は凡そ以下の通り。

マッカーサー元帥の命令により第 6 及び第 8 米国占領軍は三都市にある５台のサイクロトロン

と関連装置を含む日本の原子エネルギー研究装置の完全な破壊が本日午前 10 時に開始された。日

本の戦争潜在能力を破壊する連合国の政策による行動である。

GHQ 経済科学局工業部部長、ジョセフ A オハーン少佐がマッカーサー元帥代理として装置の接

収と破壊の作業を行う。日没までに日本の原子研究を大幅に減じることとなる。



6

大阪帝大の小さなものから仁科研究室の米国製 200 トンのものまであり、２台が阪大、１台が

京大、２台が理研にある。

帝国政府と装置を所有している科学者には本日午前8時半までこの接収破壊行動を知らさない。

大阪と京都の装置は解体して持ち出し爆砕し海に沈める。理研のはいくつかに切断し海に沈める。

以下、理研を査察したオハーン少佐の記録を基に仁科博士の研究経歴とサイクロトロン建設の

経緯、京大を査察したドレイク中佐の報告[11]を基に荒勝教授の研究経歴とサイクロトロンの現

状、阪大については軍属チンマーマンの報告[12.1]に基づいて菊池教授の研究経歴とサイクロト

ロン建設と現状、物理学教室の状況等が詳細に記述されている。

4444.... ササササイイイイククククロロロロトトトトロロロロンンンン破破破破壊壊壊壊をををを報報報報じじじじたたたた新新新新聞聞聞聞記記記記事事事事

aaaa.... 朝日新聞東京本社 の記事[14.1]
タイトルは

放放放放射射射射線線線線症症症症もももも治治治治るるるる傳傳傳傳研研研研のののの原原原原子子子子爆爆爆爆彈彈彈彈調調調調査査査査

サブタイトルが わわわわがががが原原原原子子子子施施施施設設設設破破破破壞壞壞壞

サブタイトルの方の記事は凡そ次のような記述。

米軍総司令部発表によれば、第八、第六軍はマッカーサー元帥指令に基き 23 日午前 10 時を期し

東京、大阪、京都にある原子力研究施設の破壊に着手した、日本の戰爭能力を覆滅する方策の一

端であり、破壞する機械類は某高等學校で使用され現在は大阪帝大の研究室にある小さな日本製

のものから、理研仁科研究室の重量 200 トンの米國製のものまであり、合計 5 台、2 台は阪大に、

1 台は京大に、2 台は仁科研究室にある、小さいものは取外して爆碎し、スクラツプとして海に投

棄されるが、仁科研のは仁科博士および彼の研究生によって実験中のものであつた、これは重す

ぎるため分解し海に運ぶことになった

bbbb.... 朝日新聞大阪本社の記事[14.2]

タイトルは

日日日日本本本本のののの原原原原子子子子研研研研究究究究終終終終焉焉焉焉 仁仁仁仁科科科科研研研研究究究究室室室室ななななどどどどのののの施施施施設設設設破破破破壞壞壞壞

記事は東京本社の記事と同じです。

cccc.... 毎日新聞東京本社の記事[14.3]

特別な取り扱いではなく一般記事と同列で、大きい文字で、仁科研究所等の施設破壊、というタ

イトルで記述は朝日新聞と殆ど同じである。日付けは矢張り23日午前10時と記載されている。

dddd.... 讀賣報知新聞[14.4]

タイトルは

原原原原子子子子核核核核研研研研究究究究をををを根根根根絶絶絶絶

記事の概要は

［太平洋米司令部渉外局24日發表］

マッカーサー元帥命令で第六軍及び八軍部隊は 24 日午前 10 時より日本の三都市にある 5 個のサ

イクロトロンと関係設備を含む日本の原子力研究施設の完全な破壞を開始した、これは戰爭を起

す潜勢力を根絶する聯合國の方策に基くものである、マッカサー元帥代理のジヨセフ オーハン少
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佐はこの措置により日本は 24 日夕までに原子研究能力を喪失するに至るだろうと語っている、大

阪帝大にある日本製の小さなものと理研仁科研究室にある 200 トンのアメリカ製の巨大なものと

がある、総数 5 箇のうち 2 つは大阪帝大に 1 つは京都帝大に 2 つは仁科研究室にある、大阪と京

都にある小さなのは分解搬出し爆破、屑鉄として海中に投棄されるが、仁科研究室にある大きな

機械は爆藥で破壞するのは困難なため切断し海中投棄される筈である

何れの記事も先の事前通知にて渡された文章の翻訳であるが、朝日新聞と毎日新聞は何故か日

付けが事前通知された日、23日になっている。讀賣報知新聞は渉外局が伝えた通りの取扱いをし、

渉外局発表の日付けを24日として、実際の接収作業が行われた日も正しく24日と記述している。

5555.... ササササイイイイククククロロロロトトトトロロロロンンンン破破破破壊壊壊壊にににに対対対対すすすするるるる仁仁仁仁科科科科博博博博士士士士のののの弁弁弁弁明明明明書書書書
仁科博士は 1945 年 12 月 20 日の日付けで GHQ 渉外局宛てにサイクロトロン破壊への抗議弁明

書を書いた。その英文タイプのコピーが柏書房刊の『 GHQ/SCAP トップ・シークレット文書集成 』

に収録れている[15.1]。第一頁上部に手書きで「この弁明書は渉外局宛に書いたがその影響する

ところを考慮すると不十分な疑義となるようだから提出しなかった」と言う主旨が書いてある。

文字の特徴から仁科浩二郎氏は父の筆跡だと断定された。

弁明書には以下のことが記されている。

1945 年 10 月 15 日 GHQ SCAP にサイクロトロン稼動申請をして許可された、11 月 22 日夕刻中央

渉外部からの覚書が来て先の許可取消と研究停止が命令された。11 月 24 日午前 8 時半 GHQ のオハ

ーン少佐がサイクロトロン破壊を伝え第 8 軍の工兵が昼夜作業して 5 日かかって破壊した。11 月

24 日午後、仁科は理研事務局長井口を伴って中央渉外部へ赴き破壊の現状を伝えその根拠を糺し

た。破壊は米国政府の指令であるという以上の由は伝えられなかった。仁科は米国科学者の意見

を聴取したかを糺した。オハーン少佐は「勿論そうだ」日本に来たコンプトン博士の意見が政府

の行動に反映されていると付け加えた。後日このことは間違いだと判った。今日迄破壊の理由は

全く理解できない。誰か素人集団の単純な「未知への恐怖」によるものだろう。確かにサイクロ

トロンは原爆製造初期の段階での研究に使われたが、今や原爆製造方法が確立したのでサイクロ

トロンは必要ではなくなった。日本には十分なウラニウム資源がないことが明白にされた。先に

サイクロトロン稼動許可を申請したのは、戦前同様戦後の生物及び医学の研究にて国民の生命と

健康増進をはかる目的である。GHQ 科学情報調査団団長コンプトン博士は GHQ に対しサイクロト

ロン運転は許可してよいと報告している。十分な考慮もされずに破壊されたのは我々の想像を越

えるものである。多くの科学者が 10 年を越える努力と少なくない費用で建設したサイクロトロン

の破壊により研究の機会を一瞬にして取り上げられた。「星条旗紙」及び「タイムズ紙」によれば、

原爆製造に参加した科学者達はサイクロトロン破壊を「人類への犯罪となるいわれなき愚かな焚

書のような見苦しい邪悪な行為だ」と言っている。そして「研究装置の有用性と 16 インチ砲の軍

用重要性との区別ができない人物は決定権を持つ地位に就くべきではない」と付言している。ハ

ーバードと MIT の科学者は日本のサイクロトロン破壊を命令した陸軍長官パターソンを告発する

手紙を送った。MIT 学長コンプトンは指令を送信した役人の即刻解任するよう強い言葉で促す手紙

をパターソンに送っている。サイクロトロン破壊がアメリカの科学者間で議論されオハーンがそ

の人達の意見を聞いたと我々に言ったのは本当ではなかったことが明らかになった。米国政府と

GHQ との往復通信で陸軍省が指令したことが明らかになった。ニッポンタイムスはサンフランシス

コ放送が日本のサイクロトロン破壊は省内の過ちの一つとパターソンが述べたと報じたことを記

事にしている。もし、それが事実なら1.サイクロトロンの完全な復旧、2.生物、医学の研究の為、

先に述べた放射性元素を米国より輸入する措置 を要求する。この要求を中央渉外局から米国政府

へ伝えて欲しい。
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以上が弁明書でその末尾の追伸ではパターソン陸軍長官が来日し 1946 年 1 月 10 日の記者会見

で破壊の責任は自分にあり送付した電文は見ていないし、科学顧問官に意見を聞かなかったと述

べているとある。この追伸は記者会見後に書かれたと思われるが弁明書日付け 12 月 20 日は訂正

されていない。

この弁明書は、来日した米国原爆被害調査委員会の一員ポール S ヘンショウ Paul S. Henshaw

がそのコピーを入手し 1947 年に「日本の科学者サイクロトロン破壊を語る 仁科芳雄」という題

で「原子科学者会報 Bulletin of the Atomic Scientists」に掲載した[15.2]。

第第第第IIIIIIII部部部部 チチチチンンンンママママーーーーママママンンンンZZZZIIIIMMMMMMMMEEEERRRRMMMMAAAANNNN はははは何何何何故故故故「「「「阪阪阪阪大大大大にににに2222 台台台台」」」」とととと記記記記録録録録ししししたたたたかかかか

1111.... 話話話話しししし言言言言葉葉葉葉のののの問問問問題題題題

敗戦直後に米国軍人と接触して我々が彼等の米語発音を、また彼等が日本人が話す英語の発音

を聞くのは、双方とも全く耳新しい音声であって、会話では、お互いに話の内容を十分に理解し

ていたとは思えない。また戦前に於ける菊池先生らの物理学研究主流は医学同様ドイツで使用言

語はドイツ語だった。英語圏ではファラデー、マックスウエルらに代表される英国の大学と研究

所が主流で所謂キングス イングリッシュ、キュリーらに始る放射能物理はフランスの大学と研究

所が中心でフランス語という状況だった。

菊池先生と面談した翌日 11 月 21 日に再来訪したチンマーマンを先生は各研究室に案内され 2

階へ来られた時、伊藤先生や渡瀬先生も一緒で福井も加わった。ラビの装置の部屋にオシロスコ

ープが置いてあった。先生が日本製陰極線オシロスコープと言われたが陰極線カソードレイ

cathode-ray は通じたがオシロスコープ oscilloscope が通じなかった。彼はその装置が何か判っ

たので彼は米語の発音してくれたが、我々には全く違った言葉セレスコープのように聞こえた。

次に先生がアルヴァレ ALVAREZ のキャヴィティ マグネトロン cavity magnetron の話をされると

先ずアルヴァレが彼には全く通じない。先生がチョークで床にスペルを書かれて彼は理解し発音

してくれたがアルヴァレとは聞こえなかった。先生が彼に続いて発音をされたが彼は違うと言う。

結局彼流の発音は誰一人できなかった。また我々には彼のキャヴィティと言う発音はキャヴァレ

と聞こえた。当時繁華街で流行し始めた cabaret のような発音なので一同大笑いした。このよう

に米語の発音は我々の日本語的英語発音とは全く違う。t の発音は殆ど聞こえない程ソフトだし、

v,fは確実に唇を使わねばbとsになってしまうなど、彼は教えてくれた。

チンマーマンの態度といい、研究室閉鎖にきた兵隊の態度といい、彼等は戦勝国軍人が敗戦国

の人間に対する優越的な行動を一切せず、むしろ友好的な親しい態度であった。菊池先生を世界

一流の学者だと尊敬していて、我々に対しても大学人で兵隊より高い教育を受けた者だとの認識

をしているようであった。この親しい友人のような態度から菊池先生は学生に教えるようにチン

マーマンに種々の装置について丁寧に説明され、次項で述べるようなジョークもでてきたのでは

ないかと思われる。

SCAP の通訳は多分日系アメリカ人で戦前に渡米移民した人の二世と思われる。彼等の親達の出

身地の語彙、表現、アクセントなどが受け継がれている。その上、戦前の日本では科学用語は一

般化していなかったから物理学用語が語学専門の人達に理解されたかどうか疑問に思われる。広

島原爆被爆についての著述目的で 1976(昭和 51)年に来日し多くの日本人に面接取材をして

1980(昭和 55)年に発刊した『エノラ ゲイ』の著者は「日本語をそのまま英語に訳すことはほと

んど不可能であるということをよく認識していた・・・幸い有能な通訳の助力をうることができ

た・・・」と書いている[16]。敗戦後30年経っている時のことである。
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著作の場合は時間をかけて適訳を選べるが、会話では話が流れて行くし、先に書いたように菊

池先生の英語はおそらくドイツ語的発音や表現は、チンマーマンには判り難かったと思う。だか

ら彼の印象に残った言葉や装置の名前を彼自身が知っている知識と対比して解釈し文脈の前後を

合わせて作文し報告書に記載したと思われる。

2222.... 菊菊菊菊池池池池先先先先生生生生ののののジジジジョョョョーーーークククク

菊池先生はチンマーマンをベータ線分析電磁石の部屋へ案内され実験の目的を説明されると共

に電磁石の形を説明される時に磁石と真空槽全体がビーズワックスで覆われていて磁極の辺りの

型がよく判らないので「ローレンスがサイクロトロンを開発する時に作った電磁石そっくりな型

で例えるとベィビー サイクロトロンの大きさ」と言われた。チンマーマンはベータ線分析電磁石

と記録し同時にサイクロトロンと記録した。

このジョークについて後に『菊池正士業績と追想』の中で伏見康治先生が書いておられる[17]。

「昭和 20 年 8 月の敗戦の後、菊池は大阪に帰った。・・・・・・懸命に守ろうとした祖国が惨め

な敗戦を喫し、しかもそれが原子爆弾によって最後のとどめをさされたということは、原子核物

理学者として特に堪えがたいことであったろう。その悲劇がクライマックスに達したのは米軍兵

士によって阪大のサイクロトロンが爆破して持ち去られるのを手をこまねて傍観しなければなら

なかったことであった。ベータ線のエネルギー分析に使った小さな電磁石を冗談に小サイクロト

ロンと説明したら、それまで誤って持ち去ってしまったと苦笑しながら後に語ったのは、その悲

劇の中の僅かな笑いであった。・・・・・・・」

3333.... 小小小小ササササイイイイククククロロロロトトトトロロロロンンンンととととななななっっっったたたたベベベベーーーータタタタ線線線線ススススペペペペククククトトトトロロロロメメメメタタタターーーー電電電電磁磁磁磁石石石石

菊池研究室ではサイクロトロンの陽子線照射で放射化した 崩壊原子からのベータ線及びガンマ

線スペクトル測定を研究テーマの一つとしていた。伊藤順吉先生の記述によれば菊池先生はエネ

ルギーの低い電子の運動量を磁界中の円運動から求める場合、ウイルソン霧箱中や空気中では散

乱のため不正確となるから真空中で行わねばならぬと主張しておられた[18]。1937 年(昭和 12 年)

伊藤先生は菊池先生の指示により定常磁界（電磁石）中に置いた真空箱内で電子の運動量を測定

するベータ線スペクトロメターを製作し、ラドンがニッケルまたは白金上に沈着してできた Ra-E

からのベータ線スペクトルを測定した[19]。丁度サイクロトロンが完成したので、陽子ビームで

放射化した窒素のベータ線運動量をこの装置で測定しサイクロトロンによる原子核実験の初論文

として報告された[20]。伊藤先生が作られた装置については実験結果と共に報告された[21]。英

国ケンブリッジの研究者が製作した装置と似ている[22]。この電磁石は理学部建屋の中央翼 2 階

の部屋に置かれていた。大きさは高さ約 50cm、幅 30cm(磁極直径 30cm)、長さ約 50cm で真空槽は

磁極間に挿入されていて、真空槽は真空洩れを防ぐため、外側全体が磁極と共に一体となりビー

ズワックスロジンで覆われていた。サイクロトロン運転中断と共に実験は休止された。この電磁

石は研究室に置かれ持ち出されたことはなかった。

4444.... 高高高高等等等等学学学学校校校校へへへへ移移移移さささされれれれたたたた電電電電磁磁磁磁石石石石

理研ニ号研究阪大分室[23]として奥田毅先生はアルフレッド O ニアーAlfred O. Nier が開発し

たイオン電流を測定する方式の質量譜測定計マス スペクトロメーター[24]の製作を計画し、磁

界は断面が 10cm×10cm の軟鉄角材 5 個で磁極間 5cm になるように角張った C 型電磁石 3 個で形成
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する方式とした。軟鉄は日立製作所で作られ、工作は神戸製鋼所の下請けが行った。元物理図書

室が菊池研究室となった部屋に奥田先生設計の配置図に従って電磁石を置くコンクリート台が設

置された。昭和19年12月暮れに福井と杉本が理研から運んだ綿巻き銅線を翌年正月福井、杉本、

菅でコイルに仕立てた[23]。

昭和 20 年 3 月 12 日夜半からの空襲で大阪市の大半が焼失した。その後、空襲が激しくなった

ので、芦屋岡本の甲南高等学校へ 5 月中旬にこの電磁石とコイルへの直流電源として使う予定の

渡瀬先生がラビの実験用に設置されていた大きな鉛蓄電池及び充電用水銀整流器とを疎開した

[23]。

甲南高校へは浅田研究室の一部も疎開していた[23,25]。

敗戦後 9 月までに全て中ノ島の菊池研究室に戻された。菊池先生がチンマーマンを研究室へ案

内された時、この電磁石を置いてある部屋には入られなかった。従ってチンマーマンは原物の電

磁石を見ていない。

5555.... チチチチンンンンママママーーーーママママンンンンZZZZIIIIMMMMMMMMEEEERRRRMMMMAAAANNNN のののの記記記記録録録録とととと実実実実際際際際ととととのののの照照照照合合合合

チンマーマンの記録[12.1]と実際の状況とを照合する。

チチチチンンンンママママーーーーママママンンンンのののの記記記記録録録録 実実実実際際際際のののの状状状状況況況況

初めのサイクロトロンは1938年に建設 彼が「初めのサイクロトロン」としたのはベー

タ線スペクトロメター電磁石のこと、製作は1938

年で、また 28 インチ-サイクロトロン建設完了

の年でもある.

小さなモデルで、サイクロトロンとして稼動 ベータ線スペクトロメター電磁石だからサイク

されなかった ロトロンでもモデルでもない.しかし、ローレン

スがサイクロトロン開発初期に作った電磁石と

類似の大きさだったからローレンスの開発作業

を彼が記憶していてモデルに仕立てたのかも知

れない.

1945年春このモデルは甲南高校に移された 「1945 年春」に甲南高校に移されたのはニ号研

究で奥田先生設計製作のマス スペクトロメー

タ電磁石[22]である.彼が「モデル」と書いてい

るのはベーター線スペクトロメター電磁石のこ

とだが、電磁石という言葉が同じだから彼はマ

ス スペクトロメーター電磁石とを完全に混同

している.

甲南高校をTechnical College専門学校と 甲南高校は私立の普通高校で国公立高校と同格.

記述している 専門学校としたのは物理の装置を受入れたから

関係がある専門学校と判断したのか、或いは菊

池先生が説明された私学という言葉を彼流に解

釈したのかも知れない.

我々が訪れた時、この装置は戻されていた マス スペクトロメーター電磁石は9月に戻さ

しかし組立は未完だった れていた.当然マス スペクトロメーターとして
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は未完でその後、福井と杉本が数カ月かけてマ

ス スペクトロメーターとして完成した[22].彼

は前項で述べたようにこのマス スペクトロメ

ーター電磁石は見ていないから、記述は菊池先

生の説明をそのまま書いたと思われる.

6666.... 結結結結論論論論

菊池先生が言われたベィビー サイクロトロン（小サイクロトロン）と言う言葉からチンマー

マン ZIMMERMAN はベータ線スペクトロメター電磁石の機能と目的を正確に認識していながらこれ

をサイクロトロンと記録し、その大きさからローレンスがサイクロトロンを開発する際に製作し

た電磁石とローレンスの開発作業を思い出して記述したと思われる。サイクロトロンとして稼動

したことのないモデルとして高等学校へ持って行っていたと書いているのは、ニ号研究のマス ス

ペクトロメーター電磁石とを混同している。斯くしてベータ線スペクトロメター電磁石が「高等

学校へ持ち出されていたモデルの自家製サイクロトロン」となって「阪大の２台目のサイクロト

ロン」として米国の公式記録に記載されることとなった。

謝謝謝謝辞辞辞辞

原稿を読んでもらった友人、特に杉本健三氏、からの貴重な御意見に感謝します。
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浅田先生の項に先生の日記が掲載され「研究室の機器図書を三重県名松線沿線の竹原村の公民館

へ自動車（トラック）二台分疎開のこと」とある。

 
付付付付録録録録----1111

理理理理研研研研、、、、阪阪阪阪大大大大、、、、京京京京大大大大ののののササササイイイイククククロロロロトトトトロロロロンンンン建建建建設設設設とととと破破破破壊壊壊壊さささされれれれるるるるままままででででのののの稼稼稼稼動動動動状状状状況況況況

理理理理研研研研
参考文献1.

辻哲夫 :「仁科芳雄の生涯・1890~1951.」、「日本物理学会誌 第45巻 第10号 (1990)

「特集 仁科芳雄生誕百年記念」頁712-719.

◎ 仁科の全力投入課題はサイクロトロン建設

◎ 1937年小型（27インチ, 23トン）建設開始。

◎ 大型への意欲。1936年、E. Lawrence が 37インチ-サイクロトロンを完成したのを知る

◎ 1936年7月、Lawrence へ手紙「40~50インチを作る予定、小型は2~3月後にできる。」
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◎ 1937年4月3日、小型完成。放射性同位元素の供給

◎ 大型建設のため、核実験行わず

◎ 1928年、鉄、コイル、オイル-タンク米国から届く

◎ 1939年、Lawrence 60 インチ完成

◎ 1940年6月建設行詰まったことをLawrence に手紙

◎ 1940年 矢崎為一を派遣

◎ 米国では外来研究者受け入れ禁止

◎ 矢崎は３ヶ月後、60インチの全設計図を貰って帰国 しかし、実際は下記

中根良平 元理研副理事長 「特集 歴史秘話 サイクロトロンと原爆研究（後編）」

“入手できなかった設計図” 『理研ニュース』No.298 April (2006) p.8

ローレンスは弟子 D. クックセイに設計図のコピーを矢崎為一に渡すよう指示したが、

なかなか来ない、矢崎は 1940 年 11 月の帰国の日となり矢崎は米国滞在中の高嶺俊夫に

貰う事を依頼し帰国した。やがて高嶺にクックセイから「設計図青焼きは作れない」と

の断り状が届き、それが仁科へ送られた。仁科は誰にもこの事を言わなかった。この断

り状を最近仁科先生の部屋（記念財団となっている）で中根たちが見つけた。中根によ

れば仁科先生がドイツハンブルグに留学していた時の共同研究者だった I.I.ラビのコ

ロンビア大学のサイクロトロンが丁度解体修理中で内部を詳しく見せた貰った時の知識

で1942年に設計図は自分で描いたらしい

◎ 1944年1月、D2 16 MeV 加速

◎ 1945年4月13日深夜、空襲、被災

◎ 戦後、仁科 GHQ/SCAP へサイクロトロン利用許可申請、許可そして禁止、接収破壊

参考文献2.

田島英三「理研のサイクロトロン物語」「日本物理学会誌 第45巻 第10号 (1990)

「特集 仁科芳雄生誕百年記念」頁734-737.

◎ 小型 23 トンで中性子照射し放射性核種の性質を調べる

◎ 1940年初め、矢崎為一、渡辺扶生、飯盛武夫を派遣

◎ Lawrence 1939年10月設置の”ウラン諮問委員会”の中心人物、核エネルギー開発

◎ 矢崎、渡辺、飯盛 Lawrence にあえず

◎ Lawrence の助手より、サイクロトロンの概念設計図、加速機構の論文を託された

◎ 三人は排気速度 600 立／分の Kinney ポンプ１台購入して帰国

◎ 持ち帰った設計図で大型（60 インチ、200 トン）大改造 実際は下記

中根良平 元理研副理事長 「特集 歴史秘話 サイクロトロンと原爆研究（後編）」

“入手できなかった設計図 ” 『理研ニュース』No.298 April (2006) p.8

◎ 1943年11月から調整

◎ 1944年2月15日 陽子ビームAlフォイル窓を通って室内に出された

◎ 1944 年 2 月 2 日戦時研究動員会議に提出書類に、大サイクロトロン建設は「ニ号研究」の一

翼と記載されている
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阪阪阪阪大大大大
参考文献

伊藤順吉「大阪大学の昔のサイクロトロン」日本物理学会誌 第32巻 第9号 (1977) 頁

706^713.

◎ 昭和10(1935)年、菊池正士計画、教室主任八木秀次などの奔走で谷口工業奨励会より8万円

の寄付、さらに4万円を受けた

◎ 昭和11(1936)年12月、サイクロトロン実験室完成

◎ 昭和12(1937)年3月、電磁石 28 インチ 25トン 搬入

◎ 昭和14(1939)年1月、サイクロトロンで作った人工放射能第一論文

KIKUCHI, Seishi, Yuzuru WATASE, Junkichi ITOH, Eiichi TAKEDA and Seitaro YAMAGUCHI: “The

Beta-Ray Spectrum of 13N.” Proc.Phys.-Math.Soc.Japan 21 (1939) Short Note pp.41-42.

◎ 60 kW 発電機で17 kOe まで励磁

◎ イオン半径 30 cm、16 kOe、12 Mhz で D2 を 5MeV 20 mA まで加速

◎ サイクロトロンに関する技術文献は次のが唯一

LIVINGSTON,M.Stanley:”The Magnetic Resonance Accelerator.” Rev. Sci.Instr. 7,January

(1936) 55-68.

◎ 真空技術がお粗末だった

◎ 矢崎為一からの設計図が参考資料 実際は仁科博士が作図したもの

◎ Dの真鍮板が放射化、Cu65(d,2n)Zn65

◎ 実験 ベ－ タ線スペクトル N13, Na24, Cl28

◎ 実験 ガンマ線スペクトル Na24, Mg27, Al28, Cl38, V52, Mn56

◎ 実験 Short Life Time Li8
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京京京京大大大大
参考文献

嵯峨根遼吉：”高エネルギー粒子（及び量子）発生装置” 「量子物理学の進歩 第１輯」
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◎ 昭和18年（1943年）建設中

100 cm, 80 トン、10 MeV d （重水素核）の予定

◎ 撤収前の米軍の調査報告では、イオン源、真空ポンプ、発振器等は未設置で稼動には更に１

年かかるだろう、と記載されている

◎ 「昭和史の天皇」頁195, 204.

千藤三千造によれば海軍は荒勝教授を援助、海軍における原子エネルギー利用研究で、1942

年7月8日に”核物理応用研究委員会”が芝水交社で第１回、1943年3月6日まで十数回の研

究会

付付付付録録録録-2
ササササイイイイククククロロロロトトトトロロロロンンンン接接接接収収収収時時時時ににににそそそそのののの作作作作業業業業等等等等をををを米米米米軍軍軍軍がががが撮撮撮撮影影影影ししししたたたた写写写写真真真真

2008年(平成20年)9月、米国ワシントンDC在の時事通信社ワシントン支局の不動尚史

(ﾀｶｼ)氏が米国立公文書館にてサイクロトロン接収時に米軍が撮影したスチール写真を探し出しそ

の数葉のコピーが提供された

当時の国内の新聞では理研サイクロトロンの一部(真空槽を兼ねた高周波導波管と思われる)が

東京湾上で船より海へ投棄する写真を１葉だけ掲載した 最近になって種々の米軍機密文書等が

禁を解かれ公開された その中に米軍が接収に関連する場面を 16 ミリ映画に撮影し編集したフィ

ルムも公開された しかし、サイクロトロン解体作業自体は写されていない また、撮影場所や

時間等の説明がなく、その編集も幾つかの場面が入り混じっている 従って、不動氏から提供さ

れた写真は撮影された全てかどうか不明だが、解体作業現場に我々日本人が入ることを許されな

かったので彼等の作業状況を知る貴重な写真資料と思う 今回の報告書に関係する数枚をコピー

した それぞれの写真には撮影時の記録メモが付加されている しかし、軍人が記したその記録

は正確ではない 例えば阪大のサイクロトロンの写真に付けられたメモにはベータ線スペクトロ

スコピ－ 電磁石と本物のサイクロトロン電磁石とが混同されている 京大の電磁石を日本の最大

のサイクロトロン電磁石と記述している

不動氏から送付された写真には仁科先生のサイクロトロンを海中投棄している写真が数種ある

が本体の電磁石が投棄されている写真は含まれていないし、阪大と京大の場合の海中投棄の写真

はない

不動氏には写真の幾つかをこの報告文に掲載する旨伝え掲載の許しを得た ここに不動氏が写

真を福井に送付されたこと、そして今回、掲載することを許された御好意に厚く感謝致します

写真には米国立公文書館所蔵(時事)と明示してある これはこれらの写真を利用するときには

その出所を明確にするため、不動氏の指示により福井がこのように挿入した
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